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避難情報に関するガイドラインの改定（R3.5内閣府）

災害対策基本法等の一部の法改正を踏まえ、「避難勧告等に関するガイドライン」を名称を含め見直
し、「避難情報に関するガイドライン」して改定。
避難のタイミングをレベル４の避難勧告と避難指示(緊急)を「避難指示」に一本化（現行で避難勧告を
発令しているタイミングで、避難指示を発令する）

明確にするため、警戒「災害が発生するおそれ」の段階で、地方公共団体が避難先・避難手段の協
議・要請を行える仕組みの制度化。



令和元年台風第19号では、様々な防災情報が発信されているものの、多様かつ難解であるため多く
の住民が活用できない状況であった。

これを踏まえ、住民等が情報の意味を直感的に理解できるよう、防災情報の５段階警戒レベルの名
称見直しを行い、提供することにより、住民の避難行動等を支援する。

警戒レベルを用いた防災情報の発信

（旧レベル）



警戒レベルは、居住者がとるべき行動と行動を居住者等に促す情報を関連付けるもの。
警戒レベルを用いて、出された情報から行動を直感的に分かるよう伝達。

警戒レベルを用いた避難指示等の発令



警戒レベル発令の参考となるよう河川洪水予報に警戒レベル相当情報を盛りこんだ発表を実施。
国管理河川の（水位）の欄が３時間から６時間先までに拡張。

警戒レベル相当情報を盛り込んだ洪水予報の発表



避難警戒レベルとは、５段階に整理した「住民が取るべき行動」と「行動を促す情報」とを関連付けるもの。
警戒レベル相当情報とは、様々な防災気象情報のうち、避難情報等の発令基準に活用する情報につい
て、警戒レベルとの関連を明確化して伝えることにより、住民の主体的な行動を促すためのもの。

警戒レベルを用いた避難指示等の発令基準



水位の状況、洪水予報発令状況については
「川の防災情報」から閲覧が可能です。
ＵＲＬ https://www.river.go.jp/index

発令される予警報



・氾濫危険水位 ：市町村長の避難指示の発令判断の目安（LEVEL４）
住民の避難判断、災害の恐れが高い水位

・避難判断水位 ：市町村長の高齢者等避難開始の発令判断の目安（LEVEL３）
災害時要配慮者の早期避難、住民の氾濫に関する情報の注意喚起

・氾濫注意水位：水防団の出動の目安となる水位。（LEVEL２）
・水防団待機水位：水防団が水防活動の準備を始める水位。（ LEVEL1）

時間の流れ

警戒レベル１相当 警戒レベル２相当 警戒レベル３相当

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

警戒レベル５相当
（氾濫発生）

警戒レベル４相当

水防団待機水位 氾濫注意水位 避難判断水位 氾濫危険水位

ホットライン
（避難判断水位到達）

ホットライン
（氾濫危険水位到達）

ホットライン
（破堤など甚大な被害発生）

洪水予報の基準となる河川水位



観測所の基準水位（ｍ）
河川における
基準水位の役割

水

位

の
上

昇

水位警戒
レベル

洪水予報

氾濫危険水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

避難判断水位

この間で避難
を行う時間
約2～3時間

氾濫の恐れのある水位
（洪水により、堤防の決壊や
浸水被害が発生する恐れの
ある水位）

避難準備情報等の発令判断の
目安となる水位

水防団出動の目安となる水位

丸森 笠松 岩沼

氾濫危険情報

（※洪水警報）

氾濫危険水位に達したとき

氾濫警戒情報
（※洪水警報）

氾濫危険水位に達する予測
がでたとき

又は避難判断水位に達し、
なお上昇の見込みのとき

氾濫注意情報
（※洪水注意報）

氾濫濫危険水位を超え、
なお上昇の見込みのとき

22.30 17.00 8.20

22.00 16.60 7.90

19.50 14.50 5.00

18.00 13.00 4.00

120分（2時間） 180分（3時間）120分（2時間）

氾濫発生情報

（※洪水警報）

氾濫が発生したとき

避難所開設
約１時間

60分（1時間） 60分（1時間） 60分（1時間）

※想定以上に水位上昇が早い場合、早めの行動を要する。

※

※

警戒レベル5相当
氾濫!

警戒レベル
4相当
危険!

警戒レベル
3相当
警戒!

警戒レベル
2相当
注意!

警戒レベル
1相当

阿武隈川の基準水位



観測所の基準水位（ｍ）
河川における
基準水位の役割

水

位

の
上

昇

水位警戒
レベル

洪水予報

氾濫危険水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

避難判断水位

この間で避難
を行う時間
約1～3時間

氾濫の恐れのある水位
（洪水により、堤防の決壊や
浸水被害が発生する恐れの
ある水位）

水防団出動の目安となる水位

氾濫発生情報

（※洪水警報）

氾濫が発生したとき

名取橋 広瀬橋 杉の下橋

氾濫警戒情報
（※洪水警報）

氾濫危険水位に達する予測
がでたとき

又は避難判断水位に達し、
なお上昇の見込みのとき

氾濫注意情報
（※洪水注意報）

氾濫濫危険水位を超え、
なお上昇の見込みのとき

9.20 2.70 14.20

8.30 2.20 13.70

6.50 1.30 13.00

5.50 0.50 12.40

150分（2時間30分） 180分（3時間） 60 分（1時間）

避難準備情報等の発令判断の
目安となる水位

89分（1時間29分） 90分（1時間30分） 60分（1時間）
避難所開設
約1～1.5時間

氾濫危険情報

（※洪水警報）

氾濫危険水位に達したとき

※想定以上に水位上昇が早い場合、早めの行動を要する。

※

※

警戒レベル5相当
氾濫!

警戒レベル
4相当
危険!

警戒レベル
3相当
警戒!

警戒レベル
2相当
注意!

警戒レベル
1相当

名取川の基準水位



丸森水位観測所

笠松水位観測所 岩沼水位観測所

笠松：受け持ち区間

岩
沼
：
受
け
持
ち
区
間

笠松：受け持ち区間

枝野橋

阿武隈橋

洪水予報：基準観測所とその受け持ち区間①（阿武隈川）

水防団待機水位 18.00ｍ 
はん濫注意水位 19.50ｍ 
避難判断水位 22.00ｍ 

はん濫危険水位 22.30ｍ 

丸森水位観測所

水防団待機水位 13.00ｍ 
はん濫注意水位 14.50ｍ 
避難判断水位 16.60ｍ 

はん濫危険水位 17.00ｍ 

笠松水位観測所

水防団待機水位 4.00ｍ 
はん濫注意水位 5.00ｍ 
避難判断水位 7.90ｍ 

はん濫危険水位 8.20ｍ 

岩沼水位観測所



洪水予報及び水位周知：基準観測所とその受け持ち区間②（名取川）

広瀬橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

広瀬橋：受け持ち区間

名取橋水位観測所

広瀬橋水位観測所

名取川頭首工

広瀬橋

水防団待機水位 0.50ｍ 
はん濫注意水位 1.30ｍ 
避難判断水位 2.20ｍ 

はん濫危険水位 2.70ｍ 

広瀬橋水位観測所

水防団待機水位 5.50ｍ 
はん濫注意水位 6.50ｍ 
避難判断水位 8.30ｍ 

はん濫危険水位 9.20ｍ 
H.W.L 10.190ｍ 

名取橋水位観測所

杉の下橋水位観測所（笊川）



水防警報：基準観測所とその受け持ち区間①（阿武隈川）

江尻：受け持ち区間

荒浜：受け持ち区間

笠松：受け持ち区間

岩
沼
：
受
け
持
ち
区
間

江尻水位観測所

笠松：受け持ち区間

荒浜：受け持ち区間

岩沼：受け持ち区間

丸森水位観測所

笠松水位観測所 岩沼水位観測所

荒浜水位観測所

江尻：受け持ち区間

枝野橋

阿武隈橋

東根橋

亘理大橋

水防団待機水位 18.00m 
はん濫注意水位 19.50m 

丸森水位観測所

水防団待機水位 13.00m 
はん濫注意水位 14.50m 

笠松水位観測所

水防団待機水位 9.50m 
はん濫注意水位 10.80m 

江尻水位観測所

水防団待機水位 4.00m 
はん濫注意水位 5.00m 

岩沼水位観測所
水防団待機水位 1.30m 
はん濫注意水位 1.80m 

荒浜水位観測所



水防警報：基準観測所とその受け持ち区間②（名取川）

閖上第二：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

閖上第二：受け持ち区間
名取橋：受け持ち区間

名取橋水位観測所

閖上第二水位観測所

広瀬橋

水防団待機水位 0.50m 
はん濫注意水位 1.30m 

広瀬橋水位観測所

水防団待機水位 5.50m 
はん濫注意水位 6.50m 

名取橋水位観測所

水防団待機水位 1.50m 
はん濫注意水位 2.00m 

閖上第二水位観測所

広瀬橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

広瀬橋水位観測所

名取川頭首工

杉の下橋：
受け持ち区間

杉の下橋水位観測所

水防団待機水位 12.40ｍ

はん濫注意水位 13.00ｍ

杉の下橋水位観測所



ホットラインの実施について

ホットラインの実施により、地域の防災業務を支援します。

・いち早い情報提供による判断の迅速化

・速やかな災害対策（人材・災害対策資機材）の実施

大規模災害の発生時には、避難指示等の発令にあたって、通常の
伝達手法では支障が生じる恐れがあります。

このように、特に緊急を要すると判断される情報については、伝達
の迅速化のため、ホットラインによる情報伝達が必要です。

堤防決壊を水防団が発見した場合には速やかに河川管理者との
情報共有願います。

○ ホットラインの使用が考えられるケース

１．首長 ← 仙台河川国道事務所長

・避難判断水位、氾濫危険水位に到達した場合

・破堤など重大な災害が発生

・異常な浸透（漏水等）・浸食による変状が発見された場合

２．首長 → 仙台河川国道事務所長

・避難指示を発令した場合

３．首長 ←→ 仙台河川国道事務所長

・大規模災害が発生し広域的な応援が必要な場合

-リエゾン

-TEC-FORCE

-災害対策車・対策機材等

洪水予報・水防警報の伝達系統

国土交通省

仙台河川国道事務所

気象庁

仙台管区気象台

宮城県土木部

河川課

各自治体

水防管理団体

各自治体

首長

共同発表

：洪水予報

：水防警報

：共通ライン

：ホットライン



緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信

国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」のもと、流域住民の主体的な避難を促進する
ため、平成２８年９月から、緊急速報メールを活用した洪水情報※１のプッシュ型配信※２を取り組んでい
ます。
平成３０年５月１日から、配信対象エリアを国管理河川１０９水系市町村に拡大配信しております。

※１ 洪水情報とは、洪水予報指定河川の氾濫危険情報（レベル４）及び氾濫発生情報（レベル５）
の発表を契機として、 住民の主体的な避難を促進するために配信する情報です。

※２ 「プッシュ型配信」とは、受信者側が要求しなくても発信者から情報が配信される仕組みです。



緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信
～平成３０年５月１日から、配信対象エリアを国管理河川１０９水系市町村に拡大配信～
対象水系 現在の配信設定

　対象河川

名取川水系 名取橋水位観測所 宮城県

　名取川 （仙台市太白区） 左岸： 　仙台市宮城野区 希望

　仙台市名取川頭首工から海 　仙台市太白区 希望

右岸： 　仙台市若林区 希望

　仙台市名取川頭首工から海 　名取市 希望

名取川水系 広瀬橋水位観測所 宮城県

　広瀬川 （仙台市若林区） 左岸： 　仙台市宮城野区 希望

　仙台市広瀬橋から名取川合流点 　仙台市太白区 希望

右岸： 　仙台市若林区 希望

　仙台市広瀬橋から名取川合流点

阿武隈川水系 岩沼水位観測所 宮城県

　阿武隈川（下流） （宮城県岩沼市） 左岸： 　亘理町 希望

　岩沼市阿武隈橋から海 　岩沼市 希望

右岸： 　山元町 希望

　亘理町阿武隈橋から海 　名取市 希望

阿武隈川水系 笠松水位観測所 宮城県

　阿武隈川（下流） （宮城県角田市） 左岸： 　丸森町 希望

　角田市枝野橋から岩沼市阿武隈橋 　角田市 希望

右岸： 　柴田町 希望

　角田市枝野橋から岩沼市阿武隈橋 　亘理町 希望

　白石川 左岸： 　岩沼市 希望

　阿武隈急行鉄道橋上流付近から阿武隈川合流点 　山元町 希望

右岸： 　名取市 希望

　阿武隈急行鉄道橋上流付近から阿武隈川合流点

阿武隈川水系 丸森水位観測所 宮城県

　阿武隈川（下流） （宮城県丸森町） 左岸： 　丸森町 希望

　福島・宮城県境から角田市枝野橋 　角田市 希望

右岸：

　福島・宮城県境から角田市枝野橋

基準観測所 受持区間 配信エリア



国土交通省では、上流から下流まで連続的に、地先毎の洪水危険度を把握・表示する｢水害リスクライン｣により
、災害の切迫感をわかりやすく伝える取組を推進しています。
沿岸自治体の皆様には、令和２年８月１１日にメールにてご案内したアカウントを使用頂くことで６時間先までの
水位予測をご確認頂けますので、出水が予想される際に参考としてご活用ください。

●水害リスクラインを活用した洪水予報・危険度の表示
左右岸別、上下流連続的に地先ごとの危険度を表示

6時間先までの水位予測が確認できます。

観測所水位
(ポップアップ)

カメラ画像
(ポップアップ)

水害リスクライン



【参考】川の防災情報

【令和２年度】



【参考】水防に関するポータルサイト開設

ポータルサイトURL：http://www.thr.mlit.go.jp/bumon/b00037/k00290/river-
hp/kasen/mizukaramamoru/suibo/index.html



〇災害対策基本法改正に伴い、避難勧告、避難指示(緊急)から避難指示に一本化。
○このことから洪水タイムラインの見直しを令和３年度に実施した。

【参考】タイムラインの体制確認及び伝達内容向上



〇激甚化する水害に備え、平成28年2月に策定した「郡山市タイムライン」を基に、より詳細
な防災行動計画となるよう、庁内外関係機関の役割等を明確化した「タイムライン(詳細版)
試行案」を平成29年３月に策定。

○運用結果を踏まえ、順次見直しを実施。

見直し内容
①出水の段階に対応した組
織の並べ替え
②地区本部となる出先機関
の行政センターの追加
③陸上自衛隊や警察といっ
た関係機関の追加
また、過度に細分化された
行動項目を統合。

タイムライン作成状況

【事例紹介】タイムライン詳細版の作成



令和4年5月18日 記者発表

【同時発表：国土交通省記者クラブ】
令 和 ４ 年 ５ 月 １ ８ 日

気象庁 大気海洋部 業務課

水管理・国土保全局 河川計画課

今出水期から行う防災気象情報の伝え方の改善について

出水期を迎えるにあたり、 住民の皆様の適切な避難の判断・行動につながるよう、防災気象
情報の伝え方を改善します。

住民の皆様の適切な避難の判断・行動につながるよう、 防災気象情報の伝え方を改善する

ため、有識者で構成される「防災気象情報の伝え方に関する検討会」において、令和３年度に

かけて課題や改善策を検討いただきました。

気象庁と水管理・国土保全局では、 これらの検討結果を踏まえ、 これまでも防災気象情報

の改善の取組を行ってきたところですが、避難をはじめとする防災対策により一層役立つよう、

今出水期から別紙の取組を進めていきますのでお知らせします。

【主な取組】

・線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ
・キキクル（危険度分布）「黒」の新設と「うす紫」と「濃い紫」の統合

・大雨特別警報（浸水害）の指標の改善

・指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表 等

これらの取組を通して、住民の皆様の適切な避難の判断・行動につながるような情報発信、リ

スクコミュニケーションにつとめていきます。

【問合せ先】
気象庁大気海洋部業務課 久保池、松田

電話03-6758-390（内線4121、4122） FAX  03-3434-9047

水管理・国土保全局河川計画課河川情報企画室 外山、杉山

代表：03-5253-8111  （内線：35392、35396）

直通：03-5253-846、FAX：03-5253-1602 

１ ． 令和２～３年度の検討会報告書を踏まえた取組

２． 令和元年度の検討会報告書を踏まえた取組

３． その他

別紙

○ 線状降水帯による大雨の可能性の半日程度前からの呼びかけ（令和４年６月１日～）
線状降水帯による大雨発生の可能性が高い場合に、複数の県にまたがる広域を対象に、

線状降水帯による大雨となる可能性を半日程度前から気象情報において呼びかける改善を

実施。

○キキクル（危険度分布）「黒」の新設と「うす紫」と「濃い紫」の統合

（令和４年６月30日～）
キキクル（危険度分布）に警戒レベル５相当の「災害切迫」（黒）を新設するとともに、警戒

レベル４相当を「危険」（紫）に統合することで、より分かりやすく危険度を伝えることができる

ようにする改善を実施。

○大雨特別警報（浸水害）の指標の改善（令和４年６月30日～）
災害発生との結びつきが強いキキクル（危険度分布）の技術を用いることで、災害が発生

・切迫している警戒レベル５相当の状況に一層適合した大雨特別警報（浸水害）に改善。

〇高潮警報の内陸市町村での運用追加 （令和４年５月 26 日～）
高潮氾濫発生情報の運用が開始された都道府県において、高潮による浸水想定区域

がこれまで高潮警報を運用していなかった内陸市町村に及ぶ場合は、該当市町村を対象

に高潮警報を発表。

○ 指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表 （令和４年６月 13日～）
指定河川洪水予報の氾濫危険情報を、現在は実況に基づき発表していると

ころ、加えて予測に基づいて発表できるようにする運用に変更。

※実施日は、 気象の状況等により、 延期する場合があります。

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukok
udo03_hh_001112.html
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種類 情報名 発表基準

「洪水警報(発表)」
又は
「洪水警報」

「氾濫発生情報」
又は
「氾濫発生情報

（氾濫水の予報）」

・氾濫が発生したとき
・氾濫が継続しているとき

「氾濫危険情報」 ・急激な水位上昇によりまもなく氾濫危険水位を超え、さらに水位の上
昇が見込まれるとき
・氾濫危険水位に到達したとき
・氾濫危険水位を超える状態が継続しているとき

「氾濫警戒情報」 ・氾濫危険水位に到達すると見込まれるとき
・避難判断水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれるとき
・氾濫危険情報を発表中に、氾濫危険水位を下回ったとき（避難判断水
位を下回った場合を除く）
・避難判断水位を超える状態が継続しているとき（水位の上昇の可能性
がなくなった場合を除く）

「洪水注意報(発表)」
又は
「洪水注意報」

「氾濫注意情報」 ・氾濫注意水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれるとき
・氾濫注意水位以上で、かつ避難判断水位未満の状態が継続していると
き
・避難判断水位に到達したが、水位の上昇が見込まれないとき

「洪水注意報
（警報解除）」

「氾濫注意情報
(警戒情報解除）」

・氾濫危険情報又は氾濫警戒情報を発表中に、避難判断水位を下回った
場合（氾濫注意水位を下回った場合を除く）
・氾濫警戒情報発表中に、水位の上昇が見込まれなくなったとき（氾濫
危険水位に達した場合を除く）

「洪水注意報解除」 「氾濫注意情報解除」 ・氾濫発生情報、氾濫危険情報、氾濫警戒情報又は氾濫注意情報を発表
中に、氾濫注意水位を下回り、氾濫のおそれがなくなったとき

洪水予報の種類等と発表基準

国が行う洪水予報の運用変更（氾濫危険情報の発表前倒し）について



予報文の水位グラフの基準水位も変更になります。

予報文の予測水位のグラフに当たる基準値は、国管理河川については「氾濫の可能性のある水位」を採用。
（※都道府県河川ではこれまで通り「計画高水位」を採用）
また、合わせて水位グラフ下の説明文を変更します。

この水位の基準値を
国管理河川において、
「氾濫の可能性のある
水位」に変更。

グラフ下の説明文を変更

○○川の水位観測所における水位は次のとおりと見込まれます。

XXX.X↑

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

観測所名
水位(m)

水防団
待機

氾濫
注意

避難
判断

氾濫
危険

○○○
水位観測所

（○○県○○市○○）

00日00時00分の状況

00日01時00分の予測

00日02時00分の予測

00日03時00分の予測

00日04時00分の予測

00日05時00分の予測

00日06時00分の予測

水位危険度 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

国が行う洪水予報の運用変更（氾濫危険情報の発表前倒し）について



改善後

現在 実況水位が氾濫危険水位に到達した場合に、氾濫危険情報を発表。
従来の運用に加えて
水位が急激に上昇し、３時間以内に、氾濫する可能性のある水位に到達する見通
しとなった場合は、予測に基づいて氾濫危険情報を発表。

※ 氾濫危険情報：警戒レベル４相当、避難指示の目安

→ → →

正規

（見出し）

（主　文）

     

（雨量）

所により1時間に50ミリの雨が降っています。

今後もこの雨は降り続く見込みです。

○○川流域

（水位）

○○川の水位観測所における水位は次のとおりと見込まれます。

XXX.X↑

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

流域
00日00時00分～00日00時00分

までの流域平均雨量
00日00時00分～00日00時00分
までの流域平均雨量の見込み

観測所名
水位(m)

水防団
待機

氾濫
注意

避難
判断

氾濫
危険

国土交通省　○○河川事務所
気象庁　　　○○地方気象台

機関名 機関名 機関名

【警戒レベル４相当情報［洪水］】○○川
がわ

では、急激な水位の上昇により、

氾濫のおそれあり

【警戒レベル４相当】これは、避難指示の発令の目安です。○○川
かわ

の○○水位観測所（○○市
し

○

○）では、急激な水位の上昇により、今後、「氾濫危険水位」を超過する見込みです。〇〇川
かわ

では

堤防決壊等による氾濫のおそれがあり、 ○○市
し

、○○市
し

、○○町
まち

では浸水するおそれがありま

す。直ちに、市町村からの避難情報を確認するとともに、 各自安全確保を図るなど、適切な防災

行動をとってください。

○○○
水位観測所

（○○県○○市○○）

予測時間が長くなるほど不確実性が高まります。予測水位の値は今後変わることもあるため、今後も最新の発表をご
確認ください。
水位のグラフは各水位間を按分したものです。
水位危険度レベル４は、「氾濫危険水位」と「氾濫する可能性のある水位」を按分しています。堤防の決壊等により
「氾濫する可能性のある水位」に到達する前に氾濫することもあるため、この水位は避難行動開始の目安ではありま
せん。

00日00時00分の状況

00日01時00分の予測

00日02時00分の予測

00日03時00分の予測

00日04時00分の予測

00日05時00分の予測

00日06時00分の予測

○○河川事務所
かせんじむしょ

・○○地方
ちほう

気象
きしょう

台
だい

　共同発表

○○○ミリ ○○ミリ

水位危険度 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

発表者 第１受報者 第２受報者 第３受報者

○○川
がわ

氾濫危険情報
○ ○ 川 洪 水 予 報 第 ○ 号
洪 水 警 報

令和 ００年 ０月０ 日 ００ 時０ ０分

→ → →

正規

（見出し）

（主　文）

     

（雨量）

所により1時間に50ミリの雨が降っています。

今後もこの雨は降り続く見込みです。

○○川流域

（水位）

○○川の水位観測所における水位は次のとおりと見込まれます。

XXX.X↑

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

第１受報者 第２受報者 第３受報者

機関名

【警戒レベル４相当】これは、避難指示の発令の目安です。○○川
がわ

の○○水位観測所（○○市
し

○

○）では、「氾濫危険水位」に到達しました。○○川
がわ

では堤防決壊等による氾濫のおそれがあり、

○○市
し

、○○市
し

、○○町
まち

では浸水するおそれがあります。直ちに、市町村からの避難情報を確認す

るとともに、各自安全確保を図るなど、適切な防災行動をとってください。

○○川
がわ

氾濫危険情報

【警戒レベル４相当情報［洪水］】○○川
がわ

では、氾濫危険水位に到達し、

氾濫のおそれあり

国土交通省　○○河川事務所

気象庁　　　○○地方気象台
機関名 機関名

00日00時00分の状況

00日01時00分の予測

00日02時00分の予測

00日03時00分の予測

水防団
待機

予測時間が長くなるほど不確実性が高まります。予測水位の値は今後変わることもあるため、今後も最新の発表をご
確認ください。
水位のグラフは各水位間を按分したものです。
水位危険度レベル４については、氾濫危険水位と計画高水位を按分しており、氾濫危険水位＝計画高水位の場合は最
大になります。

○○○
水位観測所

（○○県○○市○○） 00日04時00分の予測

00日05時00分の予測

00日06時00分の予測

発表者

氾濫
注意

避難
判断

氾濫
危険

○ ○ 川 洪 水 予 報 第 ○ 号
洪 水 警 報

令和００年０月０日 ００ 時０ ０分

○○河川事務所
かせんじむしょ

・○○地方
ちほう

気象
きしょう

台
だい

　共同発表

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

観測所名
水位(m)

水位危険度

流域
00日00時00分～00日00時00分

までの流域平均雨量
00日00時00分～00日00時00分
までの流域平均雨量の見込み

○○○ミリ ○○ミリ

グラフ下の
説明文を変更。

現在の予報文 改善後の予報文

見出し・主文が
変更となる。

国が行う洪水予報の運用変更（氾濫危険情報の発表前倒し）について

○レベル４以上の場合は、洪水予報及び緊急速報メールを配信します。
○今回の予測に基づいて氾濫危険情報を発表した場合であってもレベル４であることには変わりはないため、

緊急速報メールは配信することになります。



緊急速報メール



石巻市

名取市

蔵王町

南三陸町

女川町

美里町

涌谷町

加美町

色麻町

大衡村

富谷市

大郷町

大和町

七ヶ浜町

松島町

利府町

山元町

丸森町

亘理町

川崎町

村田町

柴田町

大河原町

七ヶ宿町

東松島市

栗原市

大崎市

登米市

岩沼市

角田市

白石市

多賀城市

気仙沼市

塩竃市

仙台市

（青葉区）

（太白区）

（泉区）

（宮城野区）

（若林区）
広瀬橋観測所

例）広瀬橋観測所の配信先

国管理区間

国管理区間の配信対象

国管理区間の配信対象外

阿武隈川

名取川

鳴瀬川

旧北上川

北上川

基準観測所

緊急速報メール対象市町村 【宮城県内】

水系名 河川名
関係市町
村数（区）

阿武隈川
阿武隈川下流

７
白石川

名取川
名取川

４（３）
広瀬川

鳴瀬川

鳴瀬川

１２

多田川

鞍坪川

吉田川

竹林川

北上川

北上川下流

６旧北上川

江合川

＜4水系12河川＞ 延べ数 ２９（３）

重複無し ２１

宮城県内9市11町1村

※ 延べ数の仙台市は区毎カウント
重複無しの仙台市は1市でカウント

＜21観測所＞



【参考】緊急速報メール（求める行動の段階・配信文
案）水位

危険度レベル
水位 求める行動

レベル５ 氾濫の発生以降 氾濫水への警戒を求める段階

レベル４ 氾濫危険水位から氾濫発生まで
いつ氾濫してもおかしくない状態
避難等の氾濫発生に対する対応を求める段階

レベル３ 避難判断水位から氾濫危険水位まで 避難準備などの氾濫発生に対する警戒を求める段階

レベル２ 氾濫注意水位から避難判断水位まで 氾濫の発生に対する注意を求める段階

レベル１ 水防団待機水位から氾濫注意水位まで 水防団が体制を整える段階

（件名）氾濫のおそれ
（本文）警戒レベル４相当

○○川で氾濫のおそれ
〇〇観測所（市区町村名等）付近
で河川の水位が上昇、氾濫が発
生する危険があります。
自治体からの情報を確認し、安全
確保を図るなど速やかに適切な
防災行動をとってください。今後、
氾濫が発生すると、避難が困難に
なります。

（署名）国土交通省

レベル４「河川氾濫のおそれがある情報」

（件名）氾濫発生
（本文）警戒レベル５相当

○○川で氾濫が発生
〇〇市〇〇地先（北東側）付近で
河川の水が堤防を越えて住宅地
などに押し寄せています。
命を守るための適切な防災行動
をとってください。

（署名）国土交通省

レベル５「氾濫が発生した情報」
(堤防の水が堤防を越えて流れ出ている情報））

氾濫発生情報

氾濫危険情報

氾濫警戒情報

氾濫注意情報


